
不
足
が
見
込
ま
れ
る
介
護
人
材

　
超
高
齢
社
会
の
進
行
に
よ
り
、
介
護

を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
増
え
る
一
方

で
、
介
護
職
の
担
い
手
不
足
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
国
に
よ
る
と
、
い
わ

ゆ
る
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
人
が
65
歳

を
迎
え
る
2
0
4
0
年
に
は
、
全
国
で

約
2
7
2
万
人
の
介
護
職
員
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
介
護
職
員
が
増

え
な
け
れ
ば
、
県
で
は
約
2
万
8
千
人

が
不
足
す
る
見
込
み
で
す
。

市
内
の
状
況
は

　
現
在
、
本
市
で
は
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
高
齢
者
の

自
宅
に
訪
問
す
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
事

業
所
な
ど
、
多
様
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
で
職
員
が
働
い
て
い
て
、
介
護
認

定
を
受
け
た
高
齢
者
の
身
体
介
助
・
生

活
援
助
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
高
齢
者

の
増
加
に
伴
い
、
新
た
な
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
の
整
備
が
進
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
さ
ら
に
介
護

職
員
の
確
保
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

進
む
労
働
環
境
の
改
善

　
介
護
職
の
需
要
は
高
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
仕
事
の
内
容
や
賃
金
面
に
マ
イ
ナ

ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
も
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
各
介
護
事
業
所
で
は
、

よ
り
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

者
に
提
供
す
る
た
め
、
介
護
職
員
の
労

働
環
境
の
改
善
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
利
用
者
を
ベ
ッ
ド
か
ら
車
い

す
に
移
乗
さ
せ
る
際
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど

を
行
う
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
、
介
護
記
録

の
入
力
・
共
有
に
利
用
す
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
な
ど
を
導
入
し
て
、
介
護
職
員
の
負

担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
事
業
所
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
職
員
等
処
遇
改

善
加
算
と
い
っ
た
賃
金
面
を
改
善
す
る

制
度
改
正
や
、
介
護
職
員
へ
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
防
止
す
る
取
り
組
み
な
ど
、
今

後
も
介
護
職
員
の
待
遇
の
改
善
は
さ
ら

に
進
め
ら
れ
て
い
く
見
込
み
で
す
。

資
格
を
取
得
し
て

ス
キ
ル
ア
ッ
プ

　
介
護
職
の
資
格
に
は
、
介
護
職
員
初

任
者
研
修（
初
任
者
研
修
）、
実
務
者
研

修
、
介
護
福
祉
士
な
ど
が
あ
り
、
現
場

で
経
験
を
積
み
な
が
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
初
任

者
研
修
は
、
介
護
の
基
礎
知
識
や
基
本

的
な
介
護
技
術
な
ど
を
学
ぶ
も
の
で

す
。
1
3
0
時
間
の
研
修
を
受
講
し
、

修
了
試
験
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
実
務
者
研
修
は
、
介
護
方
法
の
計

画
立
案
や
医
療
的
ケ
ア
な
ど
を
学
ぶ
た

め
、
初
任
者
研
修
以
上
に
実
践
的
な
知

識
や
技
術
を
身
に
付
け
ら
れ
る
資
格
で

す
。
4
5
0
時
間
の
研
修
の
受
講
が
必

利
用
者
と
そ
の
家
族
に
寄
り
添
っ
た
サ
ポ
ー
ト
を

介
護
職
の
魅
力

安心して過ごしてもらえるように

わ
が
国
は
世
界
に
類
を
見
な
い
速
度
で
高
齢
化
が
進
行
し
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
そ
れ
を
支
え
る
介
護
職
の
重
要
度
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
介
護
職
は
利
用
者
か
ら
直
接
感
謝
さ
れ
、
や
り
が
い
を
感

じ
ら
れ
る
仕
事
で
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
の
改
善
に
よ
り
、
働

き
や
す
い
環
境
も
整
っ
て
き
て
い
ま
す
。
介
護
職
を
取
り
巻
く
現
状
や

市
の
取
り
組
み
な
ど
を
通
し
て
、
そ
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。
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要
で
す
が
、
初
任
者
研
修
を
修
了
し
て

い
る
場
合
は
、
一
部
の
課
程
が
免
除
さ

れ
ま
す
。
介
護
福
祉
士
は
介
護
事
業
所

で
3
年
以
上
実
務
を
経
験
し
、
実
務
者

研
修
を
受
講
し
た
人
の
ほ
か
、
大
学
や

専
門
学
校
で
介
護
を
専
門
的
に
学
ん
だ

人
な
ど
が
受
験
で
き
る
国
家
資
格
で
す
。

高
度
な
知
識
・
技
術
を
身
に
付
け
、
利

用
者
家
族
の
相
談
対
応
や
介
護
職
員
の

指
導
な
ど
も
行
え
る
た
め
、
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

介
護
職
員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

取
り
組
み

　
市
で
は
、
介
護
職
員
を
支
援
す
る
た

め
、
就
業
年
数
に
応
じ
た
「
介
護
版
な

り
た
手
当
」
の
支
給
や
、
初
任
者
研
修

を
受
講
す
る
た
め
に
か
か
っ
た
費
用
の

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
福

祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
福
祉
分
野
で

働
き
た
い
人
と
事
業
所
を
つ
な
ぐ
無
料

職
業
紹
介
事
業
や
介
護
福
祉
士
な
ど
の

資
格
取
得
を
目
指
す
人
へ
の
無
利
子
の

貸
付
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、

各
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

介
護
版
な
り
た
手
当

　
主
に
身
体
介
助
を
担
当
す
る
常
勤
の

正
規
職
員
と
し
て
、
市
内
の
介
護
事
業

所
で
働
い
て
い
る
人
が

対
象
で
す
。
就
業
年
数

に
応
じ
て
2
〜
10
万
円

を
支
給
し
ま
す
。

初
任
者
研
修
の
補
助

　
初
任
者
研
修
を
修
了
し
、
市
内
の
介

護
事
業
所
で
3
カ
月
以
上
勤
務
を
続
け

て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

初
任
者
研
修
で
か
か
っ

た
受
講
料
と
教
材
費
の

合
計
額
を
10
万
円
ま
で

補
助
し
ま
す
。

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
貸
付
事
業

　
実
務
者
研
修
施
設
ま
た
は
介
護
福
祉

士
・
社
会
福
祉
士
の
養
成
施
設
に
在
学

し
、
資
格
を
取
得
後
、
県
内
で
介
護
の

仕
事
に
就
く
こ
と
を
目
指
す
人
な
ど
が

対
象
で
す
。
ほ
か
に
も
、
離
職
し
た
介

護
職
員
で
再
就
職
を
希
望
す
る
人
へ
の

貸
し
付
け
な
ど
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
条

件
を
満
た
す
こ
と
で

返
還
が
免
除
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
も
介
護
職
員
を

目
指
し
ま
せ
ん
か

　
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
持
つ
介
護

職
は
、
利
用
者
一
人
一
人
に
寄
り
添
い
、

利
用
者
や
そ
の
家
族
の
心
と
体
の
支
え

と
な
る
こ
と
で
感
謝
の
言
葉
を
も
ら
え
る
、

と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。
あ

な
た
も
、
今
後
ま
す
ま
す
必
要
と
さ
れ

る
介
護
職
員
を
目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
く
わ
し
く
は
高
齢
者
福
祉
課（
☎
20
‐

1
5
3
7
）へ
。

　介護には一つ一つ積み重ねることで効果を実感でき
る場面が多くあるので、こつこつと仕事を進めること
が好きな人に向いていると思います。
　歩行が難しくなってきた利用者の支援では、移動を
全て車いすにすれば安全です。しかし、朝は調子が悪
くても、日中は歩行器を使えば歩けそうだと考え、歩
行器での介助を続けました。その結果、歩けるように
なり、諦めずに支援してよかったと思いました。
　また、病院ではもう処置できることがないと施設に
戻ってきた利用者が、その後１年近く施設で過ごすこと
ができ、家族から感謝されたこともありました。看護師、
介護支援専門員、生活相談員、栄養士などと連携して
さまざまな視点から介護の方法を考え、実践したこと
がその人に合った支援につながったと感じています。
　今後も一人一人に寄り添いながら少しずつでも挑戦
していくような介護を続けていきたいです。

特別養護老人ホーム職員

村
むら

山
やま

 和
かず

樹
き

さん（介護福祉士）

　介護職は体を動かすことが多いというイメージを持っ
ていたのですが、実際に働いてみると頭を使うことが
多く、考えることが大切な仕事でした。
　できることや手伝ってほしいことが利用者ごとに違
うので、その人に合った関わり方を考えてサポートでき
た時にやりがいを感じます。日々の仕事では、利用者が
安心して過ごせるように「あまり眠れていないのかな」
「今日は元気がなさそう」など、ちょっとした変化を見
逃さないように心掛けています。
　この施設で勤務して10年になります。この間に結婚・
出産し、産休・育休でしばらく職場を離れていたので
すが、復帰した際に利用者から「おかえり」と声を掛け
てもらえた時はとてもうれしかったです。
　介護の仕事は楽しさや充実感を得られます。人と接
することが好きな人はぜひ介護職を目指して欲しいと
思います。

特別養護老人ホーム職員

鍔
つば

本
もと

 凜
りん

さん（介護福祉士）

介護事業所で活躍している職員に聞きました
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